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各プログラム共通機能

● プ・切替 (Ｆ１)の機能について
プリンタが複数台ある場合に任意に指定したプリンタに出力を切り替えることが可能です。

1. 各プログラムにある プ･切替 (F1)を押すと

下記の画面を表示します。

2. 出力プリンタを指定しますと

指定プリンタより出力できます。

※メニュー画面に戻ると
指定は元に戻ります。

● ユーザ選 (Ｆ２)の機能について
ユーザー選択は、申告情報登録の法人名(カナ)に法人名のカナ読みを登録しておくこと

。 。によりカナ検索機能でユーザーを選択できます また事業年度と期首月からも検索できます

1. ユーザーコードを確定する前に

ﾕｰｻﾞ選 (F2)を押すと、左図の画面

を表示します。

2. 検索欄に法人名(ｶﾅ)を入力し事業年度

と期首月を指定すると条件に合うユー

ザーのリストを画面の左半分に表示し

ます。

※期首年月だけを指定してもユーザー

を検索できます。

右半分のリストは、使用したユーザー

の履歴を15件まで表示します。

3. 画面上部の「コード」にユーザーコー

ドを入力するか、リストのコード番号

にカーソルを合わせてクリックする

ことでユーザ－を選択できます。

各ファンクションキーの機能

前 頁 (F1) ... 現在表示している頁の前頁を表示します。

後 頁 (F2) ... 現在表示している頁の後頁を表示します。

再読み (F8) ... ユーザーの削除やユーザー名の変更等を行った場合には、再読みで最新

のリストを再表示することができます。
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● 財プリンタ (Ｆ３)の機能について
財ﾌﾟﾘﾝﾀは、主として使用するプリンタを指定しておくことができます。

指定は機械の電源を切るまで有効です。

このプログラムで設定しておくと、上記で説明した、プ･切替 (F1)を毎回行わなくても

指定したプリンタにすぐに出力することができます。

1. プログラム群選択メニューで、財ﾌﾟﾘﾝﾀ (F3)

を押します。

2. 下図の画面を表示します。

3. 出力プリンタを指定しま

すと、指定プリンタより

出力できます。

指定は電源を切るまで
有効です。

● 項目内容の記憶
各出力帳票において、指定内容を記憶し、次回同一プログラムを呼び出した場合に同じ指定

。 、 。で表示をします また 指定を元の初期値に戻すには 項・消去 (F10)を押すと元に戻ります

※但し、[53]法人決算書(会社法対応)を除く

例 ［３０］合計残高試算表を4.1-4.30で出力した場合）

＜初期値＞ ＜次回呼出＞

出 力

す る

と

記 憶

項 目

消 去

(F10)

戻 る

※ 注意 ※
科目及び補助の指定は記憶できませんのでご注意下さい！
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● 印刷
各帳票を出力する際に選択します。

例 ［３０］合計残高試算表）

※ 印 刷 を選択すると下図の画面を

表示します。

Enter か F4：実行 を押して下さい。

● プレビュー機能
各帳票を出力する際、印刷するものを画面で見ることが可能です。

例 ［３０］合計残高試算表）

※ プレビュー を選択すると下図の画面を

表示します。

拡大・縮小の機能もあります。

。プレビューの画面から印刷することも可能です
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● ＣＳＶ搬出機能
各帳票を出力する際、データをExcel形式で表示・保存することが可能です。

例 ［３０］合計残高試算表）

1） ＣＳＶ搬出 を選択すると下図の画面を

表示します。

2） F9：搬出 を押して下さい。

3） Enter を押して下さい。

4） は い を押して下さい。
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● ＰＤＦ出力機能
各帳票を出力する際、ＰＤＦ形式で表示・保存することが可能です。

例 ［３０］合計残高試算表）

※ ＰＤＦ搬出 を選択すると下図の画面を

表示します。

「保存」をクリックし、データを任意の場所に

保存します。

● ページプリンタをご使用の場合
各出力において連続用紙又は、単票用紙を選択する画面を表示します。

ページプリンタにおいては、自動的に改頁しますので連続用紙を指定して出力して下さい。

※ 単票で指示をすると１枚出力するごとに Enter が必要です。

● 出力を中止するには
1．出力中のプログラムを中止します。

キーボードで、 CTRL ＋ C を押し、メニューに戻します。

2. プリンタの電源を切ります。

※ページプリンタの場合は ストップ ボタンを押し、印刷が止まってから電源を

切って下さい。

（出力中に電源を切ると紙詰まりを起こし故障の原因となります ）。

3. プリンタの切替器がある場合にはプリンタの切替器の電源を切り再度電源を入れます。

4. プリンタの電源を入れます。※出力しなければ作業完了となります。
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申告情報登録画面３頁目● 利益率推定試算
推定利益率を入力することにより、棚卸額を試算

出力することができます。

申告情報登録に入力しておくと、自動的に集計

画面に表示します。

推定利益率は“ １］［

申告情報登録”の設定

で計算します。

また、この画面で設

定変更も可能です。

申告情報登録画面３頁目● 減価償却試算
減価償却額

× 集計期間日数
１年の日数(365)

申告情報登録に入力しておくと、自動的に集計

画面に表示します。

減価償却試算は“ １］［

申告情報登録”の設定

で計算します。

また、この画面で設定

変更も可能です。

出力の強制終了後、出力ができなくなった場合

プリント出力を強制終了した場合、次に印刷を指定しても出力できないことがあります。

これは印刷の信号(Windowsで言うと印刷ジョブ)が機械に残ってしまう為です。

。 。印刷の指示は再起動しても残る場合があります 下記の手順で印刷ジョブをクリアして下さい

● 操作方法
1. 管理 (F20)を押します。

2. [991] プリンタバッファクリアを選択し

ます。

3. 印刷するプリンタがわかっている場合は、

番号を入力します。

。4. 印刷をクリアするﾌﾟﾘﾝﾀの番号が反転します

5. 実行 (F4)を押します。

6. バッファクリア中と表示が出てメニュー画

面に戻れば作業終了です。

※プリンタが分からない場合は 全選択 (F7)

を押し、実行 (F4)を押します。



操 作 の 流 れ



- 7 -

消費税の入力方法

● 簡易課税の場合

第１種から第５種に該当する複数の売上がありますか？

あ る な い

各種の売上の割合の把握をしますか？ Ａ.内税入力参照
（Ｐ．９）

す る し な い Ａ.内税入力参照
（Ｐ．９）

試算表において、売上の科目が種類ごとに
集計したほうがよろしいですか？

は い い い え

売上の種類ごとに 売上の種類ごとに
科目で分けます。 補助で分けます。

Ｂ.科目の分類参照 Ｃ.補助の分類参照
（Ｐ．10） （Ｐ．11）
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● 原則課税の場合

消費税金額を１伝票ずつ計算しますか？ 月単位で計算・１年間で計算

１伝票ずつ把握 月単位で計算 １年間で計算

税込入力 外税入力 税込入力 外税入力 税込入力 外税入力

Ｄ.税分離入力の Ｆ.内税入力消費 Ｈ.税分離入力の
内税入力参照 税月次精算 税込入力参照
（Ｐ．１２） （Ｐ．１４） （Ｐ．１６）

Ｅ.税分離入力の Ｇ.税分離入力の Ｉ.税分離入力の
税抜入力参照 税込入力参照 税込入力参照
（Ｐ．１３） （Ｐ．１５） （Ｐ．１７）
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簡易課税Ａ．内税入力方法の操作の流れ

● 税込みで入力を行う場合

（P.24参照）［ ２］ 科目登録

 各勘定科目を課税科目か一般科目（消費税と関係のない科目）に設定します。

［１１］ 仕訳入力

 データ入力を税込みで行います。（P.21参照）

 非課税売上データには、非 マークを入力免税売上データには、免 マークを

入力します。課税売上割合を出すのに便利です。（P.22参照）

 26年4月1日以降に、５％・３％データが発生した場合は、 率設定 （F9）

にて ５％ﾓｰﾄﾞ 又は ３％ﾓｰﾄﾞ として下さい。(P.31参照)

（P.44～51参照）［３７］ 消費税精算表 ［４０］ 課税区分集計表

 ８％と５％と３％のデータが別々にプリントします。

ポイント
※ 免税売上や非課税売上が多量に発生する場合は、

501売上 課税

502売上 非課税 売上を分けることによって試算表のみで

503売上 免税 課税売上割合を手計算できます。
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簡易課税Ｂ．科目の分類－第１種～第５種の複数の売上がある場合の操作の流れ

● 第１種～第５種の売上を科目コードで分けます。

（P.24参照）［ ２］ 科目登録

 各勘定科目を課税科目か一般科目（消費税と関係のない科目）に設定します。

 第１種～第５種の売上を科目コードで分けます。

例）501 売上 第１種売上

502 売上 第２種売上

・ などといった様に登録を行います。
・

［１１］ 仕訳入力

 データ入力を税込みで行います。（P.21参照）

 非課税売上データには、非 マークを入力免税売上データには、免 マークを

入力します。課税売上割合を出すのに便利です。（P.22参照）

 26年4月1日以降に、５％・３％データが発生した場合は、 率設定 （F9）

にて ５％ﾓｰﾄﾞ 又は ３％ﾓｰﾄﾞ として下さい。(P.31参照)

［３０］ 合計残高試算表の出力

 各業種ごとに売上金額が把握できると共に、割合も機械が自動計算します。

（P.44～51参照）［３７］ 消費税精算表 ［４０］ 課税区分集計表

 ８％と５％と３％のデータが別々にプリントします。

ポイント
＜試算表サンプル＞

勘 定 科 目 全 残 高 借 方 貸 方 残 高 構成比

第１種売上 100,000 100,000 50,000 250,000 45.5 各業種の売上が

第２種売上 200,000 200,000 100,000 300,000 54.5 把握できます。

（純売上高） 300,000 300,000 150,000 550,000 100.0
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簡易課税Ｃ．補助の分類－第１種～第５種の複数の売上がある場合の操作の流れ

● 第１種～第５種の売上を補助コードで分けます。

（P.22参照）［ ２］ 科目登録

 各勘定科目を課税科目か一般科目（消費税と関係のない科目）に設定します。

［ ３］ 補助登録

 第１種～第５種の売上を補助コードで分けます。

例）-01 第１種売上

-02 第２種売上

・ などといった様に登録を行います。
・

［１１］ 仕訳入力

 データ入力を税込みで行います。（P.21参照）

 非課税売上データには、非 マークを入力免税売上データには、免 マークを

入力します。課税売上割合を出すのに便利です。（P.22参照）

 26年4月1日以降に、５％・３％データが発生した場合は、 率設定 （F9）

にて ５％ﾓｰﾄﾞ 又は ３％ﾓｰﾄﾞ として下さい。(P.31参照)

［６２］ 補助集計表の出力

 各業種ごとに売上金額が把握できます。

（P.44～51参照）［３７］ 消費税精算表 ［４０］ 課税区分集計表

 ８％と５％と３％のデータが別々にプリントします。

ポイント
＜補助集計表＞

前 残 借 方 貸 方 残 高
-01 第１種売上 50,000 50,000 割合は計算しませ
-02 第２種売上 100,000 100,000 んので手で計算して

合 計 150,000 150,000 下さい。
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原則課税D ．１伝票ずつ消費税金額を把握する場合－内税入力の操作の流れ

● １伝票ずつ消費税金額を把握、仕訳入力は、税込みで行う方法。

（P.22参照）［ ２］ 科目登録

 各勘定科目を課税科目か一般科目（消費税と関係のない科目）に設定します。

［１１］ 仕訳入力

 表示選択 にて、税分離計算を「２．自動計算」

税分離入力を「１．税込入力」に設定します。（P.27参照）

同時に、税計算（１円未満）の端数処理の設定を行います。

（四捨五入切り捨て切り上げ）

 データ入力を税込みで行いますと、自動的に外税と消費税とに分かれます。

（P.34参照）

 非課税データや消費税取引と関係のない仕訳が発生した場合は、税マークを

入力します。（P.22参照）

 26年4月1日以降に、５％・３％データが発生した場合は、 率設定 （F9）

にて ５％ﾓｰﾄﾞ 又は ３％ﾓｰﾄﾞ として下さい。(P.31参照)

（P.44～51参照）［３７］ 消費税精算表 ［４０］ 課税区分集計表

 ８％と５％と３％のデータが別々にプリントします。

ポイント
＜伝票を分離するのを忘れてしまった場合＞

［３９］消費税一括自動分離を行いますと１伝票ずつ、外税と消費税とに分けることが

できます。

 分離されたデータは、もとの税込みに一括で戻すことはできません。

税込みに戻すには、１伝票ずつ訂正する必要があります。（P.43参照）

 各部門（現場）ごとに消費税を把握する場合に使用すると便利です。
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原則課税Ｅ．１伝票ずつ消費税金額を把握する場合－外税入力の操作の流れ

● １伝票ずつ消費税金額を把握、仕訳入力は、外税で行う方法。

（P.24参照）［ ２］ 科目登録

 各勘定科目を課税科目か一般科目（消費税と関係のない科目）に設定します。

［１１］ 仕訳入力

 表示選択 にて、税分離計算を「２．自動計算」

税分離入力を「２．税抜入力」に設定します。（P.27参照）

同時に、税計算（１円未満）の端数処理の設定を行います。

（四捨五入切り捨て切り上げ）

 データ入力を税抜きで行いますと、自動的に消費税を計算します。（P.34参照）

 非課税データや消費税取引と関係のない仕訳が発生した場合は、税マークを

入力します。（P.22参照）

 26年4月1日以降に、５％・３％データが発生した場合は、 率設定 （F9）

にて ５％ﾓｰﾄﾞ 又は ３％ﾓｰﾄﾞ として下さい。(P.31参照)

（P.44～51参照）［３７］ 消費税精算表 ［４０］ 課税区分集計表

 ８％と５％と３％のデータが別々にプリントします。

ポイント
 分離されたデータは、もとの税込みに一括で戻すことはできません。

税込みに戻すには、１伝票ずつ訂正する必要があります。（P.43参照）

 各部門（現場）ごとに消費税を把握する場合に使用すると便利です。

又、消費税の伝票が１仕訳で計上した場合も外税分を入力すると「消費税額」

を自動計算しますので、手で計算する手間も省けます。
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原則課税Ｆ ． 月次 で消費税金額を把握する場合－内税入力の操作の流れ

● 仕訳入力は、税込みで行い、消費税は、月単位で精算する方法。

（P.24参照）［ ２］ 科目登録

 各勘定科目を課税科目か一般科目（消費税と関係のない科目）に設定します。

［１１］ 仕訳入力

 表示選択 にて、税計算（１円未満）の端数処理の設定を行います。

（四捨五入切り捨て切り上げ）（P.27参照）

 データ入力を税込みで行います。（P.21参照）

 非課税データや消費税取引と関係のない仕訳が発生した場合は、税マークを

入力します。（P.22参照）

 26年4月1日以降に、５％・３％データが発生した場合は、 率設定 （F9）

にて ５％ﾓｰﾄﾞ 又は ３％ﾓｰﾄﾞ として下さい。(P.31参照)

（P.39～41参照）［３８］ 消費税自動精算を月次で計算

 税込みで入力したデータを月単位で計算し、税抜き処理します。

税抜き処理した仕訳は、各月の「月末」に自動的に書き込まれます。

仕訳の摘要に、 月 次 と記入します。

（P.44～51参照）［３７］ 消費税精算表 ［４０］ 課税区分集計表

 ８％と５％と３％のデータが別々にプリントします。

ポイント
 追加で伝票入力を行った場合は、［３８］の自動精算を再び行って下さい。
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原則課税Ｇ ． 月次 で消費税金額を把握する場合－外税入力の操作の流れ

● 仕訳入力は、外税で行い、消費税は、月単位で精算する方法。

（P.22参照）［ ２］ 科目登録

 各勘定科目を課税科目か一般科目（消費税と関係のない科目）に設定します。

［１１］ 仕訳入力

 表示選択 にて、税計算（１円未満）の端数処理の設定を行います。

（四捨五入切り捨て切り上げ）（P.27参照）

 データ入力を外税で行います。（P.21参照）

 非課税データや消費税取引と関係のない仕訳が発生した場合は、税マークを

入力します。（P.21参照）

 26年4月1日以降に、５％・３％データが発生した場合は、 率設定 （F9）

にて ５％ﾓｰﾄﾞ 又は ３％ﾓｰﾄﾞ として下さい。（P.31参照）

（P.39～41参照）［３８］ 消費税自動精算を月次で計算

 外税入力にて、消 マークを使用したデータがある場合は、月単位で 消 マークを

仮受 仮払に振り替えます。直接、仮受 仮払消費税を使用した場合は、精算する

必要はありません。

税抜き処理した仕訳は、各月の「月末」に自動的に書き込まれます。

仕訳の摘要に、 月 次 と記入します。

（P.44～51参照）［３７］ 消費税精算表 ［４０］ 課税区分集計表

 ８％と５％と３％のデータが別々にプリントします。

ポイント
 追加で伝票入力を行った場合は、［３８］の自動精算を再び行って下さい。
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原則課税Ｈ ． 年次 で消費税金額を把握する場合－内税入力の操作の流れ

● 仕訳入力は、税込みで行い、消費税は、１年間で精算する方法。

（P.22参照）［ ２］ 科目登録

 各勘定科目を課税科目か一般科目（消費税と関係のない科目）に設定します。

［１１］ 仕訳入力

 表示選択 にて、税計算（１円未満）の端数処理の設定を行います。

（四捨五入切り捨て切り上げ）（P.27参照）

 データ入力を税込みで行います。（P.21参照）

 非課税データや消費税取引と関係のない仕訳が発生した場合は、税マークを

入力します。（P.22参照）

 26年4月1日以降に、５％・３％データが発生した場合は、 率設定 （F9）

にて ５％ﾓｰﾄﾞ 又は ３％ﾓｰﾄﾞ として下さい。（P.31参照）

（P.39～41参照）［３８］ 消費税自動精算を月次で計算

 税込みで入力したデータを１年間まとめて計算し、税抜き処理します。

税抜き処理した仕訳は、期末（１３．）に自動的に書き込まれます。

仕訳の摘要に、 年 次 と記入します。

（P.44～51参照）［３７］ 消費税精算表 ［４０］ 課税区分集計表

 ８％と５％と３％のデータが別々にプリントします。

ポイント
 追加で伝票入力を行った場合は、［３８］の自動精算を再び行って下さい。
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原則課税Ｉ ． 年次 で 消費税金額を把握する場合－外税入力の操作の流れ

● 仕訳入力は、外税で行い、消費税は、１年間で精算する方法。

（P.22参照）［ ２］ 科目登録

 各勘定科目を課税科目か一般科目（消費税と関係のない科目）に設定します。

［１１］ 仕訳入力

 表示選択 にて、税計算（１円未満）の端数処理の設定を行います。

（四捨五入切り捨て切り上げ）（P.27参照）

 データ入力を外税で行います。（P.21参照）

 非課税データや消費税取引と関係のない仕訳が発生した場合は、税マークを

入力します。（P.22参照）

 26年4月1日以降に、５％・３％データが発生した場合は、 率設定 （F9）

にて ５％ﾓｰﾄﾞ 又は ３％ﾓｰﾄﾞ として下さい。（P.31参照）

（P.39～41参照）［３８］ 消費税自動精算を月次で計算

 外税入力にて、消 マークを使用したデータがある場合は、１年間で 消 マークを

仮受 仮払に振り替えます。直接、仮受 仮払消費税を使用した場合は、精算する

必要はありません。

税抜き処理した仕訳は、期末（１３．）に自動的に書き込まれます。

仕訳の摘要に、 年 次 と記入します。

（P.44～51参照）［３７］ 消費税精算表 ［４０］ 課税区分集計表

 ８％と５％と３％のデータが別々にプリントします。

ポイント
 追加で伝票入力を行った場合は、［３８］の自動精算を再び行って下さい。



は じ め に
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仕訳入力中の科目の表示と出力について

● 仕訳入力時、科目の名称表示が、その科目の税設定ごとに違っています。
。以下３パターンあります

＜ 入力画面 ＞

一 般 科 目 課 税 科 目 マーク課税科目

１０１ 現 金 ３１９ ＊ 交際費 ３２２ 租税公課＊

↑ 何も表示 ↑ ｱｽﾀﾘｽｸを ↑ ｱｽﾀﾘｽｸを

しない 表示 反転表示

この科目には消費税ﾏｰｸ 課税科目。無課税仕訳に 原則的には不課税科目。

は入力できません。 は、各消費税ﾏｰｸが必要。 課税仕訳には内ﾏｰｸが必要。

税マークを入力しないとき
に集計する場所＜ 消費税精算表の表示 ＞

＜ 課税区分集計表の表示 ＞

※ 登録方法については、［２］科目登録（Ｐ．24）を参照して下さい。
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消費税マークの種類

● 本システムは、各科目の税区分（一般・課税・マーク課税）を判断して税抜き処理
を行います。
あらかじめ各科目ごとに課税・不課税を設定しています。
ただし、その設定と異なる仕訳を入力する場合には、消費税マークが必要です。

消費税マークには大きく分けると以下の２点になります。また詳細は以下の表を
ご参照下さい。

・売上関連 ＝ 仮受消費税 （黒バック、白文字のマーク）
・仕入関連 ＝ 仮払消費税 （白バック、黒文字のマーク）

消費税マーク一覧表

税マーク 名 称 内 容 参 照

税込み仕訳に入力します。

Ａ内 内税マーク 原則的には、課税科目には必要ありません。内

（Ａ） ※マーク課税に課税仕訳が発生した場合に使用します。

。（ ）外税仕訳に入力します 任意に税抜きした仕訳に使用

Ｂ外 外税マーク また、この仕訳に対する消費税仕訳も必ず入力します。外

（Ｄ） この場合の消費税仕訳には必ず 消 を入力するか、消

消費税科目を使用します。

消費税仕訳に入力します。外 マークと併せて外

消 消費税マーク 使用します。又、消費税自動精算プログラムで作成消

Ｃ（Ｅ） した消費税仕訳にも入力します （自動）。

※直接手入力で振替えた仮受・仮払消費税仕訳には、

入力しないで下さい。

非課税仕訳に入力します。(保険料など)

Ｄ非 非課税マーク ※マーク課税科目には入力する必要はありませんが、非

（Ｈ） 課税区分集計表をご利用の場合、マーク課税科目

においても税マークの入力を行って下さい。

Ｅ免 免税マーク 免税取引仕訳に入力します （輸出取引など）免 。

（Ｈ）
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消費税マークの種類

税マーク 名 称 内 容 参 照

関連外マーク 関連外取引とは、消費税まったく関係のない仕訳を意味

Ｆ関 （Ｈ） します （税金や香典など－不課税科目）関 。

共通マーク 課税売上と免税売上の両方に関係する仕入れ仕訳に入力

Ｇ共 （Ｈ） します。

納付マーク すでに税務署に納めた消費税、又は還付で戻ってきた

Ｈ納 付 仕訳に 納付 マークを使用します。

、 。精算した金額か 納付したデータかの区別に使用します

（仮受・仮払の科目のみ使用）

仮払消費税 分離した仕訳で、仮払消費税の金額に自動入力します。

Ｉ払 マーク （このマークはコンピュータが自動入力）

仮受消費税 分離した仕訳で、仮受消費税の金額に自動入力します。

Ｊ受 マーク （このマークはコンピュータが自動入力）

年次精算 消費税の自動精算で、年次一括税振替を行った消費税仕

Ｋ年 次 データ 訳入力します このマークはコンピュータが自動入力。（ ）

月次精算 消費税の自動精算で、月単位税振替を行った消費税仕訳

Ｌ月 次 データ に入力します このマークはコンピュータが自動入力。（ ）

※ 名称のところに表示している（Ａ～Ｈ）は、精算表の集計場所を表示しています。

※ 消費税マークを入力するには、仕訳入力の金額欄で ／ （スラッシュ）を押します。
Ｈ ～ Ｌ の税マークは ／ をキーを押しても入力できません。

＜仕訳入力＞

金額を入力後、 Enter は押さずに、／（ｽﾗｯｼｭ）を押します。画面下に税マークが

表示しますので、該当番号を選択して下さい。
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消費税マークの種類

Ａ 内 マークの活用方法内

● 内 マークは内税（税込み）データに付けます。原則的に課税科目には必要ありません。

但し、下記のデータがある場合には、内 マークの入力が必要となります。

※ ”貸借税原則：なし”の科目につけます。逆仕訳を切った場合 （P.25・26参照）。

※ マーク課税科目 のデータにおいて課税科目があった場合。＊

Ｂ 外 と 消 マークの活用方法外 消

● 外 マークは、外税（税抜き）データに入力します。

「仮受・仮払消費税」外 マークは、単独では使用せず、 消 マークと組み合わせたり、

と組み合わせて使用します。

● 消 マークは外税（税抜き）データに対する、消費税データに入力します。

外 マークと 消 マークを組み合わせて使用する場合

消費税の自動精算をかけると、消 マークをもとに仮受消費税・仮払消費税に

振替仕訳を作成します。

例）101（現金） 501（売上） 10,000 （税抜き金額）外

101（現金） 501（売上） 500 （税抜きに対する消費税分）消

（自動計算をかけると）↓

501（売上） 216（仮受） 500 （売上に含まれている仮受消費税振替）月次

消 マークを入力すると消費税金額は１伝票ごとに把握できます。

あくまでもマークなので試算表をとると税込みになります。

又、各科目に対しての消費税額も把握できます。

外 マークと仮受・仮払消費税額を組み合わせて使用する場合

消費税の自動精算をかけても、振り返るデータが無いため、振り替え仕訳はありません。

例） 101(現金) 501(売 上) 10,000 （税抜き金額）外

101(現金) 216(仮受消費税) 500 （税抜きに対する消費税分）

ここで マークは入力しないで消

下さい。

仮受・仮払消費税で直接振替た場合は、各科目ごとの消費税を把握する

ことはできません。
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消費税マークの種類

Ｃ 非 マークの活用方法非

● 非 マークは、非課税データに入力します。

マーク課税科目に入力する必要はありませんが、非課税分がいくらあるか把握したい

場合は、課税・マーク課税に関係なく入力を行って下さい。

● マークを入力すると課税区分集計表に集計して非課税額が把握できます。

例） 311(保険料) 101(現金) 10,000 非

課税売上割合を計算するときに便利です。

Ｄ 免 マークの活用方法免

● 免 マークは、免税取引データに入力します。

輸出取引がある場合は、入力を行って下さい。

免例） 112(売掛金) 501(売上) 10,000

課税売上割合を出すのに便利です。

Ｅ 関 マークの活用方法関

● 関 マークは関連外すなわち不課税取引のデータに入力。

例） 319(交際費) 101(現金) 10,000 関 祝い金

関連外取引とは、消費税にまったく関係のない取引のことを言います。

例）給与の支払・祝い金・香典・各種諸会費・受取配当など

Ｆ 共 マークの活用方法

● 共 マークは課税取引と免税売上の両方に関係する仕入データのみに入力します。

例） 313(水道光熱費) 101(現金) 10,000 共

共マークを入力すると課税売上割合と免税売上の経費の按分計算のとき

便利です。
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消費税マークの種類

Ｇ 納付 マークの活用方法（仮受・仮払消費税を使用して納付・還付の処理をしている場合）

● 消費税を税務署へ納付する際に、納付 マークを入力すると各科目の精算額と

納付金額が把握できます （租税公課を使用している場合は使用しない）。

● 納付 マークは摘要に入力します。摘要欄にて と入力して下さい。画面に 納付「ゼイ」

を表示します。

例） 216(仮受消費税) 101(現金) 100,000 納付 中間納付消費税

税務署へ納付又は還付した消費税があった場合 （仮受・仮払消費税を使用する）

と精算表に集計して、精算金額のみが把握できませんでした。

そこで、本システムにおいては、納付金額を集計しないようにするために納付 マーク

を作りました。ご活用下さい。 （P.38参照）



- 24 -

（ ）［ ］２ 科目登録 Ｆ６ 登録＆入力

● 勘定科目が「課税科目」又は 「不課税科目」の指定を行います。、

● 勘定科目が「仮払消費税」に関係する科目 「仮受消費税」に関係する科目、
又は 「両方に関係する科目」の指定を行います。、

貸 借 税 原 則 税 区 分
」、 」、 「 」「 」 。「仮払消費税 「仮受消費税 「両方関係」 課税科目 非課税科目 の指定を行います

又は「関係なし」の指定をします。
０.一 般：非課税科目

１．借 方：仮払消費税として計算する (精算表に表示しない)

． ）２．貸 方：仮受消費税として計算する １ 課 税：課税科目 (5%又は3%として計算
９．設定なし：仮受・仮払消費税両方に関係 ２.ﾏｰｸ課税：原則として非課税。税マーク

する科目又は、全く関係しな を入力すると税マーク優先

い科目 となる。
(消費税精算表に表示します)

＊ 設定なしの科目で、課税又はマーク課税
科目は入力時に注意して下さい。 ＊ 少しでも課税がある場合は、１又は２を

選択して下さい。(P．24参照）

※ マーク課税科目は、原則的に不課税科目で使用すると便利です （321諸会費など）。
課税が発生した場合に、税マークを使用するとマーク通りに集計します （税分離も可能です ）。 。

但し、消費税精算表では 「無課税項目」に集計し、課税区分集計表では 「関連外項目」に、 、
集計します、非課税の区分として集計する場合は、仕訳入力時に 非 マークを入力します。非

※ 出力表示については （P.18）を参照して下さい。、
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“貸借税原則なし”の科目について

貸借税原則がなしの科目で税区分が課税又はマーク課税の科目の場合は、入力時に注意が必要です。

● 入力について

貸借税原則なしの科目は仮受・仮払両方に関係する科目です。
この科目を入力する際、何も消費税マークを入力しないと、

借方 仕入＝仮払消費税
として集計します。貸方 売上＝仮受消費税

よって、逆仕訳を入力する際は、必ず消費税マークを入力して下さい。

例）建物付属設備として処理していたものが建物の間違いだった場合。

入力しなくてもよい。

● これは、マーク課税でも同様です。

例）割引料と入力したものが、支払利息の間違いだった場合。

入力しなくてもよい。

● もちろん課税科目とマーク課税が同一仕訳内に発生した場合も同様です。

例）建設仮勘定と処理していたものが建物の間違いだった場合。

入力しなくてもよい。

これらの税マークを入力しないと、自動精算を行った場合、本来 仕入から

差し引かれなくてはならない金額が 売上に計上します。

（科目が借方・貸方どちらに入力しているかを自動判定している為）

また、売上に関しても同様です。必要に応じて税マークを入力して下さい。
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貸 借 税 原 則 な し の 勘 定 科 目 一 覧 表

＜税区分：課税科目＞

科 目 名 ＴＡＣ ＴＫＣ ノムラ エプソン ＪＤＬ

建物 １４１ １２１１ ２１１ １６０ ２１１

建物附属設備 １４２ １２１８ ２１２ １６１ ２１２
構築物 １４３ １２１２ ２１３ １６２ ２１３

機械装置 １４４ １２１３ ２１４ １６３ ２１４
車輛運搬具 １４５ １２１５ ２１５ １６４ ２１５

工具器具備品 １４６ １２１６ ２１６ １６５ ２１６
（空コード） １４９ １２１７ ２２３ １６８ ２２３

（空コード） １５１ １２１４ ２１７ １６０１ ２１７～ ～ ～ ～ ～ ～

（空コード） １５９ １２２９ ２２９ １６０９ ２３０

電話加入権 １６１ １２３６ ２３６ １７０ ２６２
（空コード） １６４ １２３０ ２３３ １７３ ２６４～ ～ ～ ～ ～ ～

（空コード） １６１５ １２４３ ２３１５ １７０４ ２６１５

（空コード） １９１ １３１２ ３１１ １９０ ２９１～ ～ ～ ～ ～ ～

（空コード） １９９ １３１９ ３１９ １９８ ２９９

＜税区分：マーク課税の科目＞

科 目 名 ＴＡＣ ＴＫＣ ノムラ エプソン ＪＤＬ

土地 １４７ １２２１ ２２１ １６６ ２２１
建設仮勘定 １４８ １２２２ ２２２ １６７ ２２２

減価償却累計 １５０ １２２３ ２２４ １６９ ２２４

借地権 １６２ １２３３ ２３２ １７１ ２６１
（空コード） １６３ １２３４ ２３１ １７２ ２６３

有価証券 １７１ １２５２ ２４２ １８０ ２７１
出資金 １７２ １２５１ ２４１ １８１ ２７２

保証金 １７３ １２５９ ２４４ １８４ ２７４
保険積立金 １７４ １２６０ ２４６ １８５ ２７６

（空コード） １７５ １２５３ ２４３ １８６ ２７７

貸倒引当金 １７６ １２６１ ２４７ １８７ ２７８
長期貸付金 １７７ １２５４ ２４８ １８２ ２７３

長期前払費用 １７８ １２５５ ２４５ １８３ ２７５
（空コード） １７９ １２５６ ２４９ １８９ ２７９～ ～ ～ ～ ～ ～

（空コード） １８５ １２６５ ２４１６ １８０５ ２８５

（空コード） ５１４ ７１１２ ８６３ ６０２ ９１５
（空コード） ５１５ ７１１３ ８６４ ６０３ ９１６

支払利息 ３３１ ７５１１ ７６１ ６１０ ９２１

割引料 ３３２ ７５１９ ７６３ ６１１ ９２２
（空コード） ３３３ ７５１２ ７６２ ６１２ ９２４～ ～ ～ ～ ～ ～

（空コード） ３３１５ ７５２４ ７６１５ ６１０４ ９２１５

（空コード） ５２４ ８１１１ ８７２ ７０３ ９３４
（空コード） ５２５ ８１１２ ８７３ ７０４ ９３５

（空コード） ３４２ ８２１３ ７７６ ７１１ ９４２



仕 訳 入 力
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（ 11］仕訳入力・F1＋F6 表示選択 ）消費税入力を始める前に ［

● 消費税の税率は ８％ 又は ５％ 又は ３％ になります。
８％・５％と３％の切替は、日付をみて自動的に変更しますが、手動で切り換えることも

可能です。※８％においては26年４月１日以降の日付か含まれる事業年度の場合に自動的

に８％対応データとなります。

● 消費税入力処理は、選択によって選べます。

設定方法●

① ［１１］ 仕訳入力を呼び出します。

② 月日にカーソルがある時に ＦＰキ－次へ （F1）を押し、 表示選択 （F6）
を選びます。

③ 下記の画面を表示します （表示選択）。

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

※ 上記の仕訳入力税設定の解説（使用方法）は、後ページの 消費税仕訳入力について
をご参照下さい。
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消費税の仕訳入力をはじめる前に

選択項目 選 択 参 照
税 分 離 計 算 １．手動計算 ２．自動計算 Ａ
税 分 離 入 力 １．税込入力 ２．税抜入力 Ｂ
税計算（1円未満） １．四捨五入 ２．切り捨て ３．切り上げ Ｃ
税 率 設 定 １．手動 ２．自動 Ｄ

Ｂ 税分離入力（ Ａ と組み合わせて使用します）

１．税込入力 税込みで入力した伝票を税抜処理する。

１０，８００ １０，０００Ý

８００ と分離する

２．税抜入力 税抜きで入力した伝票の消費税額を計算します。

１０，０００ １０，０００Ý

８００ と計算する

Ａ 税分離計算（ Ｂ と組み合わせて使用します）

”Ｂ ”の設定に基づき、消費税計算を「自動で行う」か「手動で行う」かの指定です。

１．手動計算 金額にカーソルがある時に 税分離 （F9）と押すと消費

税額を自動計算します。

又、消費税金額のところでカーソルが止まるので手直しも

可能です。

２．自動計算 金額で Enter を押すことにより消費税額を自動計算します。

又、消費税金額のところでカーソルが止まるので手直しも

可能です。
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消費税の仕訳入力をはじめる前に

Ｃ 税計算（１円未満）の端数処理の設定

消費税の１円未満の端数処理の指定を行います。自動計算するプログラム全てに関係

してきます。

１． 四捨五入端数処理

初期値２． 切り捨て

３． 切り上げ

全ての科目に共通です。 科目によっての端数処理の切替はできません。注

Ｄ 税率の設定

消費税の税率は、月日をみて自動的に変わります。通常は、設定をする必要性は、

ありませんが消費税の税率を固定入力する場合に手動に設定します。

仕訳入力を終了すると、元の２.自動に戻ります。

１． 手 動 手動にした場合は、1:３％と2:５％ 3:８％のどれかの

設定になります。

税率を変更する場合は、月日にｶｰｿﾙがある時に、率設定

（Ｆ９）を押すと税率を変更できます。

まとめて、５％を入力したい場合などに使用すると便利

です。仕訳入力を終了すると自動に戻ります。

２． 自 動 自動にした場合は、月日をみて自動的に８％と５％の

切替を行います。

税率を変更する場合は、月日にｶｰｿﾙがある時に、率設定

（Ｆ９）を押すと切替ができます。
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消費税の８％モード５％モードの解説と切替方法

● 消費税の税率は、月日をみて自動的に切り換えをします。
※26年3月31日以前に決算を迎えるデータにおいては消費税８％の税率は入力できません。

平成26年４月１日以降において、5％データが発生した場合に税率の切替が必要となります。

平成26年4月１日以降の仕訳は自動で８％へ８％データ

※課税課目には税率を表示します。８％データは、税率欄に８％を表示します。

平成9年4月1日～平成26年3月31日までは自動で５％へ５％データ

※課税課目には税率を表示します。５％データは、税率欄に５％を表示します。

一般科目・マーク課税の取引（ 借方）現金／当座（貸方）といった仕訳）は、税率の表示は（

しません。

リスト出力

８％分と５％分のリスト出力は、個別にもにも混合にも行えます。リストプリント時に
税率１．いるした場合は借方・貸方それぞれに税率を表示します。

税率を印刷します。
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消費税の率切替方法

税率の切替方法

前説で述べた通り、 表示選択 で税率設定を行わない限り、消費税の税率は、月日をみて

自動的に切り替わります。但し、平成26年４月１日以降でも５％の税率の仕訳が発生する場合
があります。

切替方法

月日にカーソルがある時に、 率 設定 （F9）を押します。すると画面右下に表示している

モードが切り替わります。税率を選択します 『５％の場合は２を選択します』。

※１伝票入力が終わると元の８％に戻ります。
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（［ ］ ）消費税の仕訳入力について 11 仕訳入力

消費税入力には、大きく分けて「税込み入力 「税抜き入力」の２つがあります。」
本システムでは、税込み入力・税額算出の端数処理は切り捨てを基本としております。
以下の手順を仕訳入力の参考にして下さい。

内税入力

例）売り上げが発生した場合

入力手順 1)日付 → 2)借方 → 3)貸方 → 4)金額 →

5)摘要

不課税仕訳が発生した場合

例）お祝い金を支払った

入力手順 1)日付 → 2)借方 → 3)貸方 →

4)金額入力後 ／ (税マークキー) → 5)摘要

↓

この例では 関 を選択

ポ イ ン ト
消費税マークを入力する時、その仕訳が仮払消費税・仮受消費税の両方の発生の可能性

がある場合、以下のメッセージを先に表示します。

いずれかを選択し、消費税マークの入力を行います。
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消費税の仕訳入力について

外税入力

１．仮受・仮払消費税科目を使用しない場合

→ → →入力手順 1)日付 2)借方 3)貸方

4)金額入力後 ／ (税マークキー) → 5)摘要

↓

２．仮受・仮払消費税科目を使用する場合（直振）

→ → →入力手順 1)日付 2)借方 3)貸方

4)金額入力後 ／（税マークキー) → 5)摘要

↓

ポイント：消費税科目を使用する場合は、消 マークを入力する必要はありません。
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消費税の仕訳入力について

３．１伝票単位に消費税額を算出する場合（自動分離）

税込入力

税分離（Ｆ９）↓

違い
税抜入力

税分離（Ｆ９）↓

入力手順 1)日付 → 2)借方 → 3)貸方 →

4)金額入力後 税分離 （F9) 5)消費税金額にｶｰｿﾙが止まり Enter

6)摘要
↓

課税金額と消費税金額に自動的に分かれます。
消費税金額はその場で修正できます。

例）飲食代 33,300円（消費税2,400及び特別地方税900を含む）を支払った場合

金額を変更します。
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※固定資産の売却時には に対して消費税がかかります。固定資産の仕訳例 売却額

(取得価額 100万円､減価償却累計額 95万円の車両(現在簿価 5万円)を4万円で売却)●車両売却損

借方 現金 40,000 貸方 車輌運搬具 50,000

固定資産売却損 11,904 仮受消費税 1,904

↑
売却額(税込) 40,000円 の消費税額(5/105)

車輌運搬具を売却額と残額に分けて入力入力例１）

売却額(税込) 40,000円なので税抜すると38,096円。現在簿価50,000円－38,096円の11,904円が

。 。残りの車輌運搬具と固定資産売却損となる (残額の車輌運搬具は)車両運搬具は50,000円になる

諸口を使って入力入力例２）

（課税分の車輌運搬具は 、残額の車輌運搬具は）

入力例１の仕訳の場合精算表では消費税が車輌運搬具にかかるものであることが分かる。

入力例２の仕訳だと消費税は直振として集計します。
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(取得価額 100万円､減価償却累計額 95万円の車両(現在簿価 5万円)を12万円で売却)●車両売却益

借方 現金 120,000 貸方 車輌運搬具 50,000

固定資産売却益 64,286

仮受消費税 5,714

↑

売却額(税込) 120,000円 の消費税額(105/100)

現金120,000円を車輌運搬具(税込)52,500円と固定資産売却益(税込)67,500円に分けて入力入力例１)

売却額(税込) 120,000円なので消費税額は5,714円。現金を車輌運搬具(税込)52,500円と

120,000円－52,500円の固定資産売却益(税込)67,500円とに分けて入力。このとき消費税額の合計

が100,000円に対する5,714円になるよう税額をあわせる。車両運搬具は50,000円になる。

諸口を使って入力入力例２）

（車輌運搬具と固定資産売却益は）

入力例２の仕訳の場合消費税は直振として集計します。

入力例１の仕訳の場合精算表では消費税が車輌運搬具と固定資産売却益にかかるものであること

が分かる。
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※減価償却の仕訳方法には、｢直接法｣と｢間接法｣があります※

P.1～2の例は減価償却が直接法の場合で説明してます。

減価償却の仕訳方法には、｢直接法｣と｢間接法｣があります。

各仕訳方法は以下です。

(取得価額 100万円､減価償却累計額 95万円の車両(現在簿価 5万円)を4万円で売却)●車両売却損

現在簿価で考えます。減価償却直接法

借方 現金 40,000 貸方 車輌運搬具 50,000

固定資産売却損 11,904 仮受消費税 1,904

現在簿価ではなく、取得価額と減価償却累計額で仕訳減価償却間接法

借方 現金 40,000 貸方 車輌運搬具 1,000,000

減価償却累計額 950,000 仮受消費税 1,904

固定資産売却損 11,904

(取得価額100万円､減価償却累計額 95万円の車両(現在簿価 5万円)を12万円で売却)●車両売却益

現在簿価で考えます。減価償却直接法

借方 現金 120,000 貸方 車輌運搬具 50,000

固定資産売却益 64,286

仮受消費税 5,714

現在簿価ではなく、取得価額と減価償却累計額で仕訳減価償却間接法

借方 現金 120,000 貸方 車輌運搬具 1,000,000

減価償却累計額 950,000 固定資産売却益 64,286

仮受消費税 5,714
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納付 マークの活用方法

● 納付 マークとは ．？．．
消費税の納付又は、還付をした場合、仕訳を入力すると、消費税の精算金額と一緒に

集計しております。精算で算出した消費税なのか、納付したものかの判定ができなくな
ってしまいます。

そこで、納付 マークを入力することにより、消費税の精算表に集計しないように選択
できます。

消費税を納付する前の消費税精算表

下記のように「消費税計」と「振替済消費税計」とが正しく表示しています。

＜精算表の表示＞

消費税を納付した仕訳を入力した消費税精算表

下記のように「直振消費税計」が表示し 「消費税計」より「直振消費税計」が差し引かれ、、

「消費税計」と「振替済消費税計」を集計しています。

＜精算表の表示＞

※納付額を集計したくない場合に摘要には納付マークを入力することにより表示しなくなります。

仕訳にて納付消費税を含めないようにする方法

仕訳の摘要にて 「ｾﾞｲ」と入力すると、画面に 納付 マークを表示します。、

これが納付マークです。



消費税の精算と出力帳表
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Ｆ７（帳表出力）［３８］ 消費税自動精算プログラム（ 年次 又は、月次 精算 ）

● このプログラムは、年ごと又は月ごとに消費税の税抜き処理をするプログラムです。

● 年でまとめて精算した場合は、期末修正へ自動的に仕訳が入り、摘要欄にて、 年次
と表示します。 又、月ごとに精算した場合は、月末の日付で、自動的に仕訳が入り、
摘要欄にて 月次 と表示し区別します。

● 追加伝票が発生した場合は、もう一度自動精算をかけますと、前の精算データを消し、
新しい消費税額を計算し直すようになっています。

（年次は、期末データ・月次は、月末のデータが書き変わります ）。

● 精算データのプリント可能なため、プリントしたデータを元に伝票を記入することも
できます。

※ ここでは、端数の切り捨てを変更できません。
変更する場合は、仕訳入力の 表示選択 で変更して下さい。

税の端数計算は、通常「切り捨て」 です。

「四捨五入 「切り上げ」 に、変更可能です。」、
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［３８］消費税自動精算 出力帳表・全容（Ｆ７ 帳表出力） 出力用紙 Ｂ４白紙です

● 年次 ・・・ 期末修正に仕訳データを自動的に入力し、摘要に 年次 という文字が入ります。
各税率ごとに処理します。３％、５％、８％として処理したデータは
下図のように表示します。

、 。● 月次 ・・・ 各月の末日に仕訳データを自動的に入力し 摘要に 月次 という文字が入ります
各税率ごとに処理します。３％、５％、８％として処理したデータは
下図のように表示します。
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［３８］消費税自動精算データの消し方

自動精算を実行してしまうと、税込みの試算表が出力できなくなってしまいます。
あやまって自動精算を行ってしまった場合は、下記の手順にて対処して下さい。

操作手順

１） （F6 ［11］仕訳入力を呼び出します。登録＆入力 ）

２）月日にカーソルがある時に、 （F1）を押し、 （F10）を押します。FPｷｰ次へ 連・削除

３）下記の画面を表示します。

４） （F2）を押します。税マーク

画面に消費税ﾏｰｸ一覧を表示します｡

５）" 16: " 又は〝 17: "年次 月次

を選択します。

６）該当データのリストを画面表示

します。

７）内容を確認の上（ でPage Down

） （ ） 。頁めくり F7 を押します実行

※ 消したくないデータが含まれてい

る場合は、そのデータにｶｰｿﾙを

移動し、 （F2）を押して対象外

おきます。

応 用
～税込みの試算表を作成する場合（年次で処理している場合）～

消費税の で行います （各科目の消費税振り替え仕訳はすべて自動精算を年次 。
期末修正分（13ヶ月目）に入ります ）。

、試算表の出力指定の時に、期末修正仕訳を13ヶ月目に入力していない場合は
の状態で出力を行うと、税込みの試算表を作成します。「期末含まない」
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Ｆ７ （帳表出力）［３９］ 消費税一括自動分離プログラム（１伝票ごとに税抜き）

● このプログラムは、１伝票ごとに税込み入力してある仕訳を税抜き処理します。
伝票ごとに税分離しますので、正確に消費税を把握することができます。

● 税込みで入力していたデータをまとめて税抜き処理をします。

● 消費税の端数の処理設定(切り捨て、切り上げ、四捨五入)は、仕訳入力画面の
表示選択 で行います （この一括税分離画面では変更できません ）。 。

このプログラムを使用すると元の税込み金額に戻すことはできません。

1.ユーザコードを指定します。

2.各種指定をします。

3. 分 離 をクリックします。

4.左図の画面を表示します。

5.消費税自動分離を行いますか
と表示します。

する場合は[1]

１伝票ずつ分離します。
１度分離すると元に戻すこと

はできません。

6. 分離する場合は、1はいを選択

工事別・部門別などで補助単位に消費税を把握したい場合は、
一括分離を行うと補助ごとに消費税を把握することが可能となります

［３９］消費税一括自動分離 出力サンプル 出力用紙 Ｂ４白紙です
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［39］消費税一括自動分離の戻し方

一括自動分離で消費税の税抜き処理した伝票を自動で元に戻すことはできません。

１伝票ごとに訂正する必要があります。

操作手順

１） （F6） ［11］仕訳入力を呼びだします。登録＆入力

２）月日にカーソルがある時に、 リスト選択 （F10）を選択します。

３） を選択します。3.条件選択

※ 税分離データには必ず 払・受 のいずれかのマークが付いています。

このマークと期間を指定すれば分離仕訳をリストできます。

４）月日と消費税マーク（ 払・ ）を指定し、税分離をしてしまったデータを受

呼び出します。

５）各仕訳ごとに金額を再入力することにより、税込み仕訳に戻ります。

ポイント
上記仕訳の訂正は、１仕訳ごとに行ないます。まとめての作業はできません。
１００仕訳あれば、１００回この作業を行わなければなりません。
一括自動分離を行う際には、充分ご注意下さい！
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Ｆ７ (帳表出力)［３７］消費税精算表

概 要

本表は、消費税仕訳の入力状況を一覧表にして作表するものです。
（税込金額・税抜き金額・非課税金額 などを分類集計）

● 帳票は、仕入・売上関連（仮払・仮受消費税）別々に、さらに、３％・５％・８％を
別々に出力します。

● 内税で入力した仕訳金額に対して、消費税金額を科目ごとに試算します。
（年単位・月単位の集計指定を切り変えることが可能）

● 部門別補助を使って、部門ごとの消費税金額集計可能です。

● 消費税の精算金額をチェックすることにより、各仕訳が税抜き処理しているかどう
かの確認が可能です。

● 納付済みの消費税額（仕訳）を精算表に集計するか、しないかの指定が可能です。
（仕訳時、納付 マークを入力）

これが納付マークです。

● 減価償却費とその相手科目を精算表に集計するかしないかの指定が可能です。

● 本支店の合併した表も作成可能です （最大５０社）。



出力用紙はＢ４白紙です［３７］消費税精算表 指定画面全容・解説 （Ｆ７ 帳表出力）
《画面全容》

出力桁数 Ｂ４白紙に行を詰めて
集計税率 各税率を選択すれば選択し 印刷するか、Ｂ４を

た税率だけ集計します。 フルに使うかの指定。
集計する場合は、１を指定 * 試算表と同じ様に行間
します が科目数によって変わ。）

ります。
頁集計 指定した期間を月ごとに集

計するか、一括(期間合計)
で集計するかを指定。 減価償却 減価償却費の相手科目

集計 を精算表に集計するか､
内税集計 税込で入力した仕訳の消費 しないかの指定｡

税額を月ごとに計算するか､
年間で計算するかの指定。
(計算期間によって端数の 例)
金額が変わってくるため) 323(減価償却費)

／141建物 100,000

分離精算 税分離したﾃﾞｰﾀを消費税の
「精算金額欄」に個別に集
計する、「直振仮受消費税｣
に一括集計するかの 指定 合併集計 同一期首日のデータを
(内容はP.42参照) 合併することが可能

です。
画面では１０社までで
すが、合併集計にし、

部門指定 部門別補助を使っていた場 50社 をクリックする
合、集計コードを指定する と下図を表示し50社
ことにより部門別に集計、 まで合併が可能です。
出力します。

※部門別集計をしない場合は
コード指定は不要

納付税額集計 ・すでに税務署へ納付した(還付した)消費税額を、精算表集計時に含んで集計するか
しないかを指定します。

仕訳入力時、摘要欄において 納付 マークを入力する。

・「する」の指定を行った場合、直振消費税額欄に集計を行います。
このため、消費税額(手入力の消費税仕訳)と納付済みの消費税仕訳が一緒に集計し
ます。(注意) （P.38参照）

-
4
5

-



［３７］消費税精算表 出力帳表全容 （Ｆ７ 帳表出力） 出力用紙はＢ４白紙です

内税の税抜き処理の集計項目 外税集計項目 分離集計項目 無課税金額集計項目

税込で入力したﾃﾞｰﾀ及び 内 内 ﾏｰｸを入力した 外税と消費税として入力したﾃﾞｰﾀを集計。 仕訳入力で税分離(F9)を行ったﾃﾞｰﾀ又は[39] ・非 免 関 共 のﾏｰｸを入力したﾃﾞｰﾀを集計｡

ﾃﾞｰﾀを集計。 仕訳例 101(現金)／501(売上) 外 10,000 一括自動税分離を行ったﾃﾞｰﾀを集計。 非 免 関 共

仕訳例 101(現金)／501(売上) 10,800 101 ／501 消 800 仕訳例 101(現金)／501(売上) 10,000 ・ﾏｰｸ課税科目の仕訳金額もここに集計。

※ﾏｰｸ課税課目に内 内 ﾏｰｸを入力した場合も同様｡ ※(D)課税金額欄は分離ﾃﾞｰﾀの外税を集計。 受 800 仕訳例 101(現金)／501(売上) 関 10,000

分離計算 減価償却

分離した消費税を精算 精算表の中に減価償却を

表に「科目ごとに振り 相手科目とする固定資産

替え」か、「一括振り 科目を含めないようにす

替え」かを指定。 指定。

1.一括 ＝ 分離集計の 仕訳例

集計 合計を直振 323(減価償却)

りの消費税 ／ 141(建物)

に含めます 非 10,000

2.個別 ＝ 分離ﾃﾞｰﾀを

集計 科目ごとに

精算額に振

り替えます

A 税込金額 B 算出消費税 D 外税課税 E 消費税 分離集計 F=B+E 振替済消費税 H 無課税金額

税込で入力し A×8/108で算出 外 外 ﾏｰｸを入力 消 消 ﾏｰｸの 分離(F9)又は 内税と外税分 仮払・仮受消費 課税対象外の仕訳金

た仕訳。 した消費税。 した仕訳 入力してある 一括分離を行っ の消費税金額。 税に振替が済ん 額を集計。

又は (消費税額を入力 又は ﾃﾞｰﾀ。 た、消費税額。 でいるもの。 非 免 関

内 内 共ﾏｰｸを したわけではな 分離(F9)の外税 (F)と金額ｲｺｰﾙな 非 免 関 を入力

入力した仕訳。 いので注意。) 仕訳。 ら振替済と判断。 した仕訳とﾏｰｸ課税

※小数点第1位を端数処理 科目を集計する。

納付税額 消費税精算集計項目

直振消費税の中に納付 (Ｆ)欄は、内税・外

や還付を受けた消費税 税で処理した消費

を含めないようにする 税額を集計します。

指定。

振替済消費税欄は、

※この指定に対応するた 振替仕訳が切られて

めには、仕訳の摘要欄 いるかの判断として

に、納付 のﾏｰｸが入力 確認します。

をしていなければ処理 よって空欄または、

できません。 (Ｆ)と金額が一致し

ていない場合、振り

替え仕訳が切られて

いないことになりま

す。

-
4
6

-
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●打ち出しサンプル

5 ･ 8 がある% %
場合は合計を

最後に印刷

※部門別指定をした場合
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Ｆ７（帳表出力)［４０］課税区分集計表

概 要

本表は、消費税仕訳の入力状況を各税マークごとに一覧表にして作表するものです。

● 帳表は、仕入・売上関連（仮払・仮受消費税）別々に、さらに、３％・５％・８％を
別々に出力します。

● 部門別補助を使って、部門ごとの消費税金額集計可能です。

● 消費税の精算金額をチェックすることにより、各仕訳が税抜き処理しているかどう
かの確認が可能です。

● 納付済みの消費税額（仕訳）を精算表に集計するか、しないかの指定が可能です。
（仕訳時、納付 マークを入力）

4.1 00117 1,234,567 216 仮受税 /ｻﾝ 三和銀行 102 当座 1,234,567

納付

これが納付マークです。

● 減価償却費とその相手科目を精算表に集計するかしないかの指定が可能です。

● 本支店の合併した表も作成可能です （最大５０社）。



出力用紙はＢ４白紙です［４0］課税区分集計表 指定画面全容・解説 （Ｆ７ 帳表出力）
《画面全容》

部門指定 部門別補助を使っていた場 集計税率 各税率を選択すれば選択
合、集計コードを指定する した税率だけ集計します
ことにより部門別に集計、 集計する場合は１を、
出力します。 指定して下さい。

※部門別集計をしない場合、
コード指定は不要

頁集計 指定した期間を月ごとに
仕入区分と どの税ﾏｰｸ分の金額(仕訳) 集計するか、一括で集計

売上区分 を集計出力するかを指定 するかを指定。
(計算期間によって端数

画面に表示している番号 の金額が変わってくる
が帳表に出力してくる金 ため)
額の順番です。
この番号を変えることで出
力の金額順番を変更できま
す。 納付税 ・すでに税務署へ納付した

額集計 (還付した)消費税額を、
注 意 精算表集計時に含んで集

☆ 出力順番を変更する場合は､ 計するかしないかを指定
以下の点に注意。 します。
１番(内)を２番に変更した 仕訳入力時摘要欄におい
場合、元２番(外)のマーク て 納付 ﾏｰｸを入力する｡

に１番 す。が自動的 になりま
・ の指定を行った場「する」

☆ 払［8］と受［7］は出力順 合、直振消費税額欄に集
番を変えられません。 計を行います。

☆ 出力したくない税ﾏｰｸ金額 このため、消費税額 (手
がある場合は、番号欄に 入力の消費税仕訳）と納
“／”を入力します。 付済みの消費税仕訳が一

。（ 意）緒に集計します 注
(P.36参照)

合併集計 同一期首日のデータを合併する
ことが可能です。
画面では１０社までですが、
合併集計にし、 50社 を
クリックすると左図を表示し
50社まで合併が可能です。

-
4
9

-



［４０］課税区分集計表 出力帳表全容 （Ｆ７ 帳表出力） 出力用紙 Ｂ４白紙です

各項目(横のならび)の順番は自由に変更できます。(出力指定画面で変更します)

内税 (内 内) 外税 (外 外) 消費税(消 消) 関連外(関 関) 非課税(非 非) 免税 (免 免) 共通 (共) 分離外(Ｆ９) 合 計 分離税

税込仕訳 又は 外ﾏｰｸを入力し 消ﾏｰｸを入力し 関ﾏｰｸを集計 非ﾏｰｸを入力し 免ﾏｰｸを入力し 共ﾏｰｸを入力し 分離(F9)仕訳 合計金額を集計 分離(F9)仕訳の

内ﾏｰｸの仕訳を た仕訳を集計 た仕訳を集計 ﾏｰｸ課税の仕訳 た仕訳を集計 た仕訳を集計 た仕訳を集計 の外税分を します。 消費税額を集計

集計します。 します。 します。 は入力が無い します。 します。 します。 集計します。 (内～分離外 又は

と集計します。 (仕入のみ集計) までの合計） 直接振替えた税額

※マーク課税データについては税マークを入力しなければ、消費税と関係のない科目として関連外に集計します。
もしも非課税集計する場合は仕訳において 非 非 マークを入力して下さい。（金額欄に入らないと集計しません。）

-
5
0

-
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●打ち出しサンプル

※５％・８％両方ある場合は合計を最後に印刷

※部門別指定をした場合



そ の 他
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管理者のみ
Ｆ１６ ﾏｽﾀｰ登録［９０２］科目マスター登録更新

● 科目マスターとは ...？
科目マスターとは、すべてのユーザーの基本となる科目登録で、新規のユーザーを
［１］申告情報登録で作成した場合、ここから各ユーザーの科目登録にコピーします。

● この科目マスターの登録を変更しておけば、
以後の新規ユーザーの科目はその都度変更しなくても済むので、大変便利です。

※ すでに入力している既存ユーザーには反映しません。
既存ユーザーの科目登録の変更は、［２］科目登録で行います。

《 画 面 》

計 算 コ ー ド 科 目 名 税 区 分 貸 借 税 原 則

同一科目には、幾つ 科 目 名＝出力用 ｢課税｣「無課税」 仮払・仮受・両方
かの科目ｺｰﾄﾞがあり､ 短縮科目＝画面用 の指定。 ・なし を指定。
それらを一つの管理 (上記の項目は必ず
番号で一括管理して 入力) 0:一般 0:指定なし
いる。(計算ｺｰﾄﾞ) 略 称 ＝検索用 無課税科目 (仮受・仮払消費

1:課税 税が発生する科
計算ｺｰﾄﾞを入力する 課税科目 目)
ことにより各科目の 2:ﾏｰｸ課税 1:借方
修正が可能。 原則として無課税 (仮払消費税

税マークを入力す として処理)
ると税マーク通り 2:貸方

各科目の「計算コード」の確認は、 に集計。 (仮受消費税
勘定科目ｺｰﾄﾞ表 & 消費税の区分表 として処理)
を参照して下さい。
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Ｆ６[７] 科目コード表

● 概 要
各ユーザごとの科目コード表を打出すﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑです。社名を出力するかどうかの選択ができま
す。消費税の税関連のコード表もプリントすることが可能です。
出力サンプルは最終頁を参照して下さい。

1. ユーザコードを入力し、 Enter を押します。

2. 帳票選択：勘定科目ｺｰﾄﾞ表を出力するのか、
消費税の税区分表を出すのかの指
定です。

1.勘定科目(全科目)－Ｂ４出力
2.勘定科目(標準) －Ａ４出力
3.税関連 (全科目)－Ｂ４出力
4.税関連 (標準) －Ａ４出力

※全科目と標準科目の違いは、４桁の科目
ｺｰﾄﾞをﾌﾟﾘﾝﾄするかしないかの違いです。

3. ＜勘定科目選択を行った場合＞
開始頁：1.貸借･損益 －貸借損益両方出力

2.貸借 －貸借のみ出力
3.損益 －損益のみ出力

＜税関連の選択を行った場合＞
開始頁：1.仕入･売上 －仕入売上両方出力

2.仕入 －仕入のみ出力
3.売上 －売上のみ出力

4. 打ち出したコード表にユーザ名を印刷するか
しないかの指定です。

ユーザ名印字：1.する
2.しない

5. 連続用紙か単枚用紙かの指定を行います。
※ページプリンタ又はプレビューで続けて見
る場合は、連続用紙を指定します。

6. プリントするか画面で見るかの指定です。
プリントする場合 … 1.プリンタ
画面で見る場合 … 2.プレビュー画面

7. プリントする場合、用紙のセットができまし
たら Enter を押しますと出力を開始します。
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Ｆ１７（特殊）［７９３］摘要税マーク強制置換

● このプログラムは以下の作業を行った場合の補足作業として必ず行います。
1) 科目登録で、任意の科目の「税区分」を変更した場合。

課税科目 → 一般科目
マーク課税 → 一般科目
一般科目 → 課税科目 又は マーク課税

2) すでに仕訳入力しているユーザの全科目を ［２］科目登録の Ｆ３ 税設定 で、
新消費税システム対応の科目に変更した場合。(税区分が変更になる)

● 理由
消費税精算表・課税区分集計表に無課税科目の集計を行うためには、その科目の「税区分」
を 課税 又は マーク課税 にしなければなりません。手順としては、前説の科目登録
にて行います。
しかしながら、この作業だけでは「消費税精算表」に集計できても 「課税区分集計表」に、
は集計しません （仕訳データに税マークを入力することが必要です ）。 。
無課税科目として入力した仕訳の場合、税マークは摘要欄にのみ入力します。

(課税区分が "一般" の仕訳)

税マーク区分
税区分が、"課税" 又は "マーク課税" の科目の場合、金額欄下の税
マーク欄に入力します。
税マークが入ることにより初めて「課税区分集計表」に集計します。

摘要に税マークを入力している仕訳は 「課税区分集計表」の集計対象になりません。、
このため、摘要欄に入力した税マークを 「税マーク区分欄」に移動し通常の課税科目、
の仕訳と同じ様に変更します。
この作業を、一括で行うのが本プログラムになります。

（課税区分集計表に集計した科目を、集計しない様に変更する場合も同様です。
内容としては上記の理由と逆になります ）。

● 画面

税マークの移動先
の指定。
・一般科目を課税

科目にした場合

・課税科目を一般
科目にした場合
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F17［７０３］消費税変換

● 概 要
５％として取り扱われたデータを８％に書き換える為のプログラムです。

※年度指定はできません。最新の年度のみ修正可能です。

● 操作方法
1. F17 特殊管理登録を選択

します。

2) 703 ｢消費税率変換｣を

呼び出します。

７０３ Enter

。3) ユーザーコードを選択します

例）1001 Enter

4) 平成26年４月１日以降の

データを変換します。

期間指定をします。

※中止の場合は、2.しない

を選択します。

※ 注 意 ※
８％であやまって入力してしまったデータも５％に変更することが可能です。

※26年1月1日期首のデータに消費税

変換を実行した場合

１月１日～３月31日は５％

４月１日～12月31日は８％

へ強制的に書き換えます。

１月～３月末を変更したくない

場合は期間指定を４月１日～とし

て下さい。
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［７０２］５％消費税変換

● 概 要
３％として取り扱われたデータを５％に書き換える為のプログラムです。

但し、データを３％から５％へ変換できるデータは、下記の２種類のデータです。

・消費税５％に対応していない機械で入力した仕訳データ

※既に、５％に対応している機械で入力したデータを訂正することはできません。

また、年度指定はできません。最新の年度のみ修正可能です。

● 操作方法
1） F17 特殊管理登録を選択

します。

2) 702 ｢５％消費税変換｣を

呼び出します。

７０２ Enter

。3) ユーザーコードを選択します

例）1001 Enter

4) 平成９年４月１日以降の

データを変換します。

1.する を選択します。

※中止の場合は、2.しない

を選択します。

※ 注 意 ※
８％であやまって入力してしまったデータも５％に変更することが可能です。
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